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1.はじめに

台地 ｡丘陵に刻 まれた開析谷中には,しばしば厚い泥炭質堆積物が発達する.L開析谷中

の堆積物には,堆積物の層相や徹化石の変化として周辺の自然環境の変化が連続的に記録

されており,これまで完新世の古環境復元に活用されてきた (辻,1989:安藤 □渡辺,

1992)･愛知県で濃尾平野についで大きな西三河平野には碧海台地が発達し,緑辺蔀に

はいくつかの開祈谷が刻まれている.そのうちの一つでボーリング調査を実施 したところ,

長さ5145mに及ぶほぼ連続 した地質試料が得られた.本稿では,この試料の層序 ･層相

と14C年代測定結果を報告し,開析谷周辺の古環境変化について予察的に検討する.

2.堆積物の層序 ･層相

ボーリング地点は,愛知県安城市,矢作川下流低地に面した碧海台地の東経に刻まれた

開析谷である (図 日 .段丘面が約5m下刻された開析谷の硯在の標高は約9.5mで,矢
作川からは約2.5km離れている.

図 『 試料採取地点
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監珪藻分析結果】

図2 開析谷で得られたボーリング柱状図と珪藻分析結果

得られた堆積物には,全体として未分解の植物遺体が多く含まれていたが,部分的に粘

土 O シル トなど無機物が優先する層準もあった.以下に,地表から下位に向かって層序と

層相を記載する (図 2).

地表から深度0.49mまでは現生の植物根や未分解の植物遺体が多く含まれる粘土質シ

ル ト,0.49-0159mは暗灰色の砂磯層,0.59-0.65mは磯混じりのシル ト層で,磯径

は10-20mmであった.0.65-Cl.80mは暗灰色のシル ト質粘土で,その下位の層から

は植物片が多<含まれて泥炭状を呈した,0.80-1.87mはシル ト質粘土で,茶褐色の色

調は下部にいくにしたがって黒灰色を呈し,植物遺体も多く含まれるようになった.

1.87-2.59mは暗灰色のシル ト質粘土で有機物がやや混じり,とくに2.08-2.24mで

は黒色のラミナがみられた.2.59-3.04mは茶色がかった暗灰色の粘土質泥炭,3.04-

3.60mは茶褐色の粘土質シル トで,植物片はほとんど含まれていない,3.60-3.70m

には茶褐色の分解の進んだ泥炭が堆積し,4.00-4.12mにも植物片が多く含まれるが,

その間のシル ト層には植物片はほとんどみられない.4.12-4.17mに暗灰色の粘土層が

あり,その下位には黒褐色の未分解の泥炭が見られる.この泥炭層には未分解の木片や枝

片が所々に含まれている.泥炭層の下位には,黒灰色の植物遺体を含まない細砂が堆積し
ている.

以上を整理すると,試料の最下部の細砂層の上に厚さ約1mの未分解の泥炭が堆積し,

その上位には植物遺体の混じる粘土 ･シル ト層が堆積している.そして,最上位に磯混じ

りの砂層 8シル ト層など表土の堆積がみられた.
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表 1 年代測定結果

試料採取地点 試料採取深度(m) 試料 測定結果(rBP) NUTAコー ド番号

ANNS-3 1.02 未分解の植物片

ANNS-3 4.02 未分解の縫物片

ANNS-3 5.03 未分解の植物片

1800±80 3741

2530±80 3740

3090±100 3737

3.年代測定結果

開析谷中で得られた堆積物の堆積時期を明らかにするために,堆積物中の未分解の植物

片について14C年代測定を行った.ハンドオーガーで採取した試料は,超音波洗浄磯で水
洗した後,醍 -アルカリー酸処理を施 した.これをバイコール管にCuOとともに真空封

入し900℃で加熟した,発生した気体を真空ライン中で精製し,得られたCOZから

Kitagawaetat.(1993)の水素還元法により,グラファイ トターゲットを作成した.

作成したターゲットの14C濃度を,名古屋大学タンデ トロン加速器分析質量計 (中村 B中

井 1988) 1号機によって測定した.測定結果からLibbyの半減期5568年を用いて14C年
代を産出した.測定結果は表 1の通りである.

測定結果より,以下のような堆積環境の変化が推定される.開析谷中に泥炭層が堆積し

はじめたのは約3,100年前であり,無機物の混入の少ない泥炭の堆積が約2,500年前まで

続いた,その後,1,800年前頃まではしばしば泥炭の良く発達する時期を経ながら,粘土 8

シル ト層が堆積 した.1,800年前より新しい時期に磯混じりの堆積物が堆積する時期があっ

たが,それ以前は全体的に安定した環境であったと推定される.

4.考察

開析谷中で得られた堆積物は, 全体として有機物を多く含む粘土 ｡シル トであり,沖積

低地上でいえば後背湿地のような環境で堆積したと推定される.しかし,堆積物に行った

珪藻分析からは,堆積物の層相変化からは読みとれない開析谷の古環境変化が明らかとなっ

た.以下に,簡単にその概要を述べたい.

図2に示 したように,珪嘉分析からは湖沼 口 湿地のような止水環境に生息する

Au/acose/Braambigua,A.grannu/ataなどが全体の 3割以上と優先する層準と,

Achnantheslanceolata,Achnantheslinearf'Sなど好流水性珪藻の出現が特徴的な

層準が区別された.分析層準が少ないため分析結果をダイヤグラムにするまでは至ってい

ないが,2,500年前から1,800年前の間に,それまで湿地状を呈 していた開析谷において,

一時的に流水の影響が強まったことが推察される.

今回報告した開析谷が面している矢作川下流低地では,開析谷より10kmほど下流の

氾濫原において,それまで安定した後背湿地的環境であったところが1,800年前頃から洪

水氾濫の影響を強く受ける環境に変化 したことが明らかにされている (川瀬,1998).

開析谷中において好流水性珪藻が優先する層準が堆積したのは1,800年前を若干遡る可能
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性があるものの,これらは矢作JLlが下流低地周辺に共通して発生した環境変化を反映してい

る可能性がある.

5.おわりに

従来報告されているように,台地の開析谷中には完新世の古環境を解明するために良好

な試料となる泥炭質堆積物が厚く堆積 していることが,西三河平野碧海台地においても確

認された.年代測定結果からは,得られた堆積物は約3000年前以降に堆積したものであ

ることが明らかとなった.今後,さらに詳細に珪藻分析を行ったリ,堆積物の灼熱減量か

ら無機物の混入量の変化を定量的に明らかにしたりすることによって,開析谷周辺におけ

る約3,000年前以降の古環境変化が解明できる可能性がある.
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柁isknownthatHolocenepeatysedimentsareweHdevelopedinincised

vaHeysatPleistoceneuplandsI'nJapan.Thosesedl.mentshavebeenstudied

forreconstructionofpaleoenvironment.TheauthorresearchedNishi-Mikawa

p一ainincentra一Japan,andgotavailablesedimentsinanincisedvaHeyof

HekkaiUpland.ThreesamplesofthesedimentsweredatedbyAMS14c
measurement.Theresultshowsthataccumulationofpeatstartedaround

3,100yrBP,andpeatysHtandclayweredepositedsince2,500yrBP.

Diatom analysISWasdoneforthesamplesanditsresultsuggeststhatthe

sitewasaffectedbyflowlngwaterbetween2,500andl,800yrBP. Itis

possiblethattheenvironmentalchangewhichwasfoundinthisvaHeywas

commonthroughoutNisi-Mikawaplain.
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